
１９
年
度
一
般
会
計
並
び
に
４
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
賛
成
す

る
。
１９
年
度
決
算
は
、
歳
入
環
境
の

改
善
と
こ
れ
ま
で
の
構
造
改
革
に
よ

る
歳
出
抑
制
の
徹
底
が
さ
れ
、
長
年

の
懸
案
で
あ
っ
た
負
の
遺
産
の
解
消

が
進
む
等
、
区
財
政
が
健
全
化
に
向

け
確
実
に
前
進
し
た
こ
と
を
示
し
、

将
来
の
豊
島
区
の
発
展
を
目
指
し
た
、

積
極
的
な
決
算
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

款
別
に
意
見
を
述
べ
る
と
、
議
会

費
・
総
務
費
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
は
、
運
賃
や
路
線
等
に
つ
い
て

地
域
の
声
に
十
分
耳
を
傾
け
、
早
期

導
入
を
要
望
す
る
。
ま
た
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ

構
想
に
つ
い
て
も
区
民
の
納
得
が
得

ら
れ
る
よ
う
、
関
係
団
体
と
協
議
を

重
ね
る
こ
と
を
望
む
。
福
祉
費
・
衛

生
費
で
は
、
路
上
生
活
者
の
実
態
を

十
分
把
握
し
、
緊
急
一
時
保
護
セ
ン

タ
ー
や
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
収

容
、
そ
の
後
の
就
労
支
援
な
ど
、
関

係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
を
。
文
化

商
工
費
・
清
掃
環
境
費
で
は
、
「
も

の
づ
く
り
メ
ッ
セ
」
は
、
区
民
へ
の

新
し
い
情
報
提
供
に
努
め
、
次
世
代

の
子
ど
も
た
ち
が
見
学
す
る
機
会
の

創
出
を
。
都
市
整
備
費
・
土
木
費
で

は
、
池
袋
副
都
心
の
再
生
に
当
た
っ

て
は
、
鉄
道
事
業
者
の
協
力
が
不
可

欠
で
あ
り
、
今
後
も
良
好
な
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
駐
輪
場
の
整

備
の
推
進
を
。
教
育
費
で
は
、
定
員

割
れ
の
区
立
幼
稚
園
は
、
そ
の
原
因

を
詳
細
に
分
析
し
、
魅
力
あ
る
幼
稚

園
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
。

今
後
の
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

さ
ら
な
る
経
費
削
減
や
事
務
事
業
の

見
直
し
、
早
期
の
負
の
遺
産
解
消
に

努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
将
来
に
向
け

た
戦
略
的
な
施
策
の
展
開
は
、
効
果

的
に
成
果
を
生
み
出
す
施
策
に
重
点

を
絞
り
、
堅
実
な
財
政
運
営
を
今
後

も
継
続
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

０７
年
度
決
算
に
対
し
、
「
区
民
の

実
態
を
踏
ま
え
、
削
っ
た
福
祉
を
元

に
戻
し
た
か
」
「
区
民
需
要
に
こ
た

え
、
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
た
か
」

「
無
駄
な
大
型
開
発
を
進
め
て
い
な

い
か
」
の
観
点
で
審
査
を
行
っ
た
。

区
は
、
財
政
難
を
口
実
に
区
民
サ

ー
ビ
ス
を
大
幅
に
削
減
す
る
一
方
、

基
金
積
み
増
し
で
財
調
基
金
は
７４
億

円
に
、
さ
ら
に
借
金
を
前
倒
し
で
返

済
し
た
。
ま
た
、
文
化
施
策
の
充
実

と
し
て
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
に
３
億
円

も
使
っ
た
。
ま
ず
や
る
べ
き
こ
と
は

区
民
の
生
活
を
守
る
こ
と
で
あ
り
、

あ
ま
り
に
も
偏
り
す
ぎ
て
い
る
。

具
体
的
に
述
べ
る
と
、
生
活
保
護

者
の
入
浴
券
の
年
６０
枚
支
給
の
復
活

も
せ
ず
、
待
機
者
が
１
千
人
を
超
え

た
特
養
ホ
ー
ム
の
建
設
計
画
も
な
い
。

区
営
・
福
祉
住
宅
は
つ
く
ら
ず
、
中

小
企
業
対
策
で
あ
る
融
資
制
度
の
執

行
率
は
低
い
ま
ま
。
保
育
園
待
機
児

解
消
策
は
な
く
、
教
育
環
境
整
備
に

向
け
た
少
人
数
学
級
や
隣
接
校
選
択

制
の
見
直
し
を
し
よ
う
と
し
な
い
。

一
人
当
た
り
の
公
園
面
積
は
さ
ら
に

減
少
。
中
央
図
書
館
は
閲
覧
席
が
常

に
満
員
で
利
用
で
き
ず
、
雑
司
が
谷

図
書
館
廃
止
後
の
貸
出
コ
ー
ナ
ー
の

充
実
も
進
ん
で
い
な
い
。

一
方
で
、
東
池
袋
四
丁
目
再
開
発
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
に
区
民
の
税
金
を
つ
ぎ

こ
み
、
新
庁
舎
建
設
計
画
は
、
再
開

発
手
法
で
進
め
る
不
安
定
な
資
金
計

画
で
、
結
局
区
民
に
犠
牲
を
押
し
付

け
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

以
上
、
一
般
会
計
決
算
に
反
対
。

保
険
料
を
払
え
な
い
世
帯
に
短
期

証
・
資
格
証
を
発
行
し
医
療
を
取
り

上
げ
る
国
保
会
計
、
病
院
か
ら
高
齢

者
を
追
い
出
し
高
い
自
己
負
担
を
押

し
付
け
る
老
人
医
療
会
計
、
保
険
料

は
高
い
の
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
受
け

ら
れ
な
い
介
護
保
険
会
計
に
も
反
対
。

平
成
１９
年
度
一
般
会
計
及
び
４
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
賛
成
す
る
。

１９
年
度
決
算
は
約
３１
億
円
に
上
る

黒
字
と
な
り
、
総
じ
て
安
定
し
た
決

算
内
容
と
考
え
る
が
、
急
激
な
社
会

情
勢
等
の
変
化
を
楽
観
視
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
扶
助
費
・
施
設
改
修

費
等
、
今
後
ま
す
ま
す
増
大
す
る
行

政
需
要
に
対
し
、
安
定
し
た
財
政
運

営
が
で
き
る
よ
う
、
機
敏
に
対
応
す

る
こ
と
を
切
望
し
、
以
下
、
要
望
等

を
含
め
、
意
見
を
述
べ
る
。

総
務
費
で
は
、
区
職
員
と
し
て
福

祉
現
場
等
を
体
験
す
る
こ
と
は
重
要

で
あ
り
、
施
設
の
民
営
化
等
に
は
慎

重
に
対
応
す
る
べ
き
。
福
祉
費
で
は
、

増
加
す
る
生
活
保
護
費
対
策
と
し
て
、

就
労
支
援
等
を
進
め
、
適
正
な
給
付

に
努
め
る
こ
と
を
望
む
。
衛
生
費
で

は
、
子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
と

し
て
、
抗
体
検
査
導
入
の
検
討
を
。

文
化
商
工
費
で
は
、
起
業
・
創
業
支

援
策
を
具
体
的
か
つ
総
合
的
に
進
め

る
こ
と
を
要
望
す
る
。
ま
た
、
ホ
ノ

ル
ル
市
と
の
都
市
交
流
事
業
の
経
費

は
再
考
を
。
清
掃
環
境
費
で
は
、
資

源
回
収
の
品
目
拡
大
の
検
討
、
回
収

経
費
削
減
の
努
力
を
。
都
市
整
備
費

及
び
土
木
費
で
は
、
池
袋
駅
西
口
駅

前
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
等
、
早
期
の
実
現
を
望
む
。

教
育
費
で
は
、
「
授
業
が
成
り
立
た

な
い
」
状
況
に
つ
い
て
実
態
を
把
握

し
、
早
急
な
対
応
策
を
講
じ
る
べ
き
。

特
別
会
計
に
つ
い
て
、
国
保
会
計

で
は
、
１９
年
度
収
入
未
済
額
約
２３
億

円
、
不
納
欠
損
額
約
５
億
円
で
あ
り
、

特
別
区
民
税
等
と
共
に
総
合
的
な
収

納
対
策
を
講
じ
る
べ
き
。
介
護
会
計

で
は
、
基
盤
整
備
達
成
率
が
低
い
現

状
の
中
、
い
か
に
区
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
か
が
課
題
で
あ
り
、
厳
し
い
状

況
は
認
識
し
て
い
る
が
、
保
険
料
を

抑
え
る
方
向
で
一
層
の
努
力
を
望
む
。

平
成
１９
年
度
４
特
別
会
計
決
算
に

は
賛
成
す
る
。
し
か
し
一
般
会
計
決

算
に
は
反
対
。
以
下
、
反
対
理
由
を

述
べ
、
議
会
と
行
政
の
猛
省
を
促
す
。

行
政
は
、
区
民
不
在
の
区
政
運
営

い
ま

が
未
だ
に
直
っ
て
い
な
い
。
行
政
の

無
駄
遣
い
を
監
視
す
る
の
は
、
区
民

か
ら
直
接
選
挙
さ
れ
た
議
会
の
役
割

だ
が
、
そ
の
議
会
自
体
に
無
駄
遣
い

が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
議
会
が
行

政
の
無
駄
遣
い
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
な
ど
不
可
能
で
あ
る
。

議
会
の
無
駄
遣
い
は
、
�
議
員
に

費
用
弁
償
と
し
て
支
給
さ
れ
る
交
通

費
�
附
属
機
関
の
報
酬
の
支
給
�
使

途
不
明
が
数
多
く
存
在
す
る
政
務
調

査
費
、
の
３
点
で
あ
る
。

平
成
１９
年
度
末
の
区
の
借
金
は
５８６

億
円
で
あ
り
、
一
刻
も
早
く
無
駄
遣

い
を
廃
止
し
、
借
金
の
弁
済
に
充
て

る
べ
き
だ
が
、
そ
れ
が
行
わ
れ
な
い

の
は
、
行
政
が
区
民
の
た
め
の
区
政

と
い
う
認
識
を
欠
い
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

平
成
１９
年
度
一
般
会
計
並
び
に
４

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

賛
成
の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
る
。

一
般
会
計
の
決
算
収
支
で
は
、
実

質
単
年
度
収
支
は
４
年
連
続
の
黒
字
。

そ
の
取
組
み
に
敬
意
を
表
す
が
、
将

来
負
担
比
率
は
重
く
、
さ
ら
な
る
財

政
健
全
化
へ
の
取
組
み
を
望
む
。

以
下
、
特
筆
す
べ
き
点
を
款
別
に

述
べ
る
。

総
務
費
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
た

「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
」
の
試
み
は
理
解
す
る
が
、

区
民
の
声
を
聞
き
、
区
民
負
担
と
な

ら
ぬ
取
組
み
を
。
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
実
現
を
要
望
す
る
。

福
祉
費
・
衛
生
費
で
は
、
妊
婦
健

診
の
超
音
波
健
診
助
成
の
年
齢
制
限

撤
廃
を
望
む
。
さ
ら
に
、
区
立
保
育

所
の
待
機
児
童
の
増
加
に
つ
い
て
は
、

入
所
人
数
の
弾
力
化
や
保
育
マ
マ
の

拡
大
、
さ
ら
に
認
証
保
育
所
保
育
料

の
助
成
に
つ
い
て
検
討
を
要
望
す
る
。

ま
た
、
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

対
策
で
は
、
区
の
行
動
計
画
を
改
定

し
、
取
組
み
強
化
を
望
む
。

文
化
商
工
費
・
清
掃
環
境
費
で
は
、

原
材
料
の
高
騰
や
金
融
危
機
の
中
で
、

厳
し
い
状
況
の
中
小
企
業
に
、
区
独

自
の
緊
急
支
援
策
の
検
討
を
要
望
す

る
。
さ
ら
に
公
衆
浴
場
空
白
地
帯
に

つ
い
て
、
具
体
策
を
示
す
こ
と
。

都
市
整
備
費
・
土
木
費
・
教
育
費

で
は
、
大
塚
駅
舎
改
修
工
事
に
つ
い

て
、
ホ
ー
ム
上
の
安
全
確
保
と
車
椅

子
で
も
利
用
可
能
な
発
券
機
設
置
を

Ｊ
Ｒ
へ
要
望
す
る
こ
と
。
ま
た
、「
土

曜
補
習
と
し
ま
ア
カ
デ
ミ
ー
」
事
業

の
拡
充
と
部
活
動
外
部
指
導
員
の
積

極
的
な
活
用
を
要
望
す
る
。

公
債
費
で
は
、
区
民
に
借
金
返
済

計
画
を
明
示
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

景
気
の
先
行
き
不
透
明
な
中
、
よ

り
効
率
的
な
区
政
運
営
と
区
民
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
期
待
す
る
。

一
期
生
の
新
人
議
員
と
し
て
、
区

民
に
一
番
近
い
立
場
の
者
と
し
て
、

所
感
や
意
見
を
述
べ
る
。

将
来
に
対
し
負
担
を
残
す
よ
う
な

収
支
決
算
、
あ
る
い
は
予
算
案
に
は

基
本
的
に
は
賛
成
を
し
な
い
と
い
う

姿
勢
は
今
後
も
貫
く
と
い
う
観
点
か

ら
見
る
と
、
単
年
度
収
支
で
は
４
年

連
続
黒
字
と
な
り
、
財
政
健
全
化
判

断
比
率
に
お
い
て
も
決
算
収
支
が
着

実
に
健
全
化
し
て
い
る
こ
と
は
評
価

で
き
る
。
し
か
し
、
最
近
の
ア
メ
リ

カ
発
金
融
危
機
と
い
う
状
況
で
、
来

年
度
以
降
か
な
り
税
収
減
が
見
込
ま

れ
る
の
で
、
そ
の
辺
を
見
据
え
た
財

政
運
営
を
要
望
す
る
。

款
別
に
申
し
上
げ
る
と
、
区
政
の

基
本
は「
福
祉
」で
あ
り「
教
育
」で
あ

る
と
思
う
。「
福
祉
」に
つ
い
て
は
、

市
場
競
争
原
理
を
過
度
に
推
し
進
め

た
た
め
、「
格
差
」と
い
う
現
象
が
拡

大
し
、
低
所
得
者
が
増
え
、
保
険
料

や
税
金
の
滞
納
も
増
え
、
制
度
の
維

持
が
困
難
に
な
り
か
ね
な
い
状
況
で

あ
る
が
、
本
当
に
困
っ
て
い
る
方
々

に
は
親
身
な
対
応
を
願
う
。「
教
育
」

に
つ
い
て
は
、
塾
に
通
わ
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
昨
今
の
現
実
の
解
決
の

た
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
、

教
科
ご
と
の
学
習
指
導
要
領
の
区
独

自
の
見
直
し
等
、
様
々
な
観
点
か
ら

の
さ
ら
な
る
充
実
を
希
望
す
る
。

ま
た
、
区
民
全
体
が
将
来
の
地
域
、

あ
る
い
は
地
球
の
環
境
を
守
る
た
め
、

脱
炭
素
社
会
を
目
指
し
て
さ
ら
に
リ

ー
ド
し
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え

る
豊
島
区
の
実
現
の
た
め
に
さ
ら
に

全
力
で
の
傾
注
を
お
願
い
し
た
い
。

平
成
１９
年
度
一
般
会
計
並
び
に
４

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
は

賛
成
を
表
明
す
る
。
さ
ら
に
、
無
駄

遣
い
が
あ
れ
ば
抑
制
し
、
身
の
丈
に

合
っ
た
健
全
財
政
の
継
続
が
で
き
る

よ
う
な
努
力
を
要
望
す
る
。

日日
本本
共共
産産
党党

意意見見表表明明
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会 派 等

刷

新

の

会

○

○

○

○

○

行

革

一

一

〇

番

×

○

○

○

○

日

本

共

産

党

×

×

×

×

○

公

明

党

○

○

○

○

○

民

主

・

区

民

○

○

○

○

○

■決算特別委員会における各会派等の態度

自
民
党
豊
島
区
議
団

○

○

○

○

○

結果

認定

認定

認定

認定

認定

件 名

一 般 会 計

国民健康保険事業会計

老 人 保 健 医 療 会 計

介 護 保 険 事 業 会 計

従前居住者対策会計

自自
民民
党党
豊豊
島島
区区
議議
団団

民民
主主
・・
区区
民民

行行
革革
一一
一一
〇〇
番番

刷刷
新新
のの
会会

公公
明明
党党
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